
 

令和８年６月 12 日 

各  位 

                          会 社 名  総 合 商 研 株 式 会 社 

                          代表者名  代表取締役社長 小林 直弘  

                          (コード番号 7850 東証スタンダード) 

                          問合せ先 取締役企画管理本部長 長岡 一人 

                          電話番号 011-780-5677（代表） 

 
 

 通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、令和８年６月 12日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏ま

え、令和７年９月 12日に公表した令和８年７月期（令和７年８月 1日～令和８年７月 31日）の連結

業績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 
１ 当期の連結業績予想数値の修正（令和７年８月１日～令和８年７月 31日）   

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株あたり

連結当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

16,300 

百万円 

355 

百万円 

435 

百万円 

335 

円  銭 

111.69 

今回修正予想（Ｂ） 15,700 210 350 270 90.02 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △600 △145 △85 △65 － 

増 減 率 （ ％ ） △3.7 △40.8 △19.5 △19.4 － 

（参考）前期連結実績

（令和７年７月期） 
16,236 351 431 319 106. 57 

 

２ 修正の理由 

令和８年７月期の業績予想につきましては、売上高は、販促関連事業では堅調に推移したものの、

年賀状需要の構造的な減少が当初の想定を上回るペースで進んだことにより、年賀状印刷事業におけ

る売上高が当初の想定を下回る見込みとなりました。利益面は、売上高の減少に加え、情報管理体制

強化に向けたセキュリティ投資の前倒しや、事業の持続的成長を見据えた人的投資を積極的に進めた

ことから、販売費及び一般管理費が想定より増加いたしました。 

これらの結果、売上高、営業利益、経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益は、いずれも

前回発表予想を下回る見込みとなりました。 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


